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設　問 記 述 内 容
授業２回目の記述内容 授業14回目の記述内容




管理栄養士以外の他職種名称を挙げる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
管理栄養士と他職種の繋がりについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
管理栄養士同士の繋がりについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職場ごとのネットワーク形成について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○





業務を円滑に遂行するため ○ ○ ○ ○ ○ ○
管理栄養士のみでは食事提供ができないため ○ ○ ○ ○
情報収集のため ○ ○ ○ ○ ○
情報共有のため ○ ○ ○ ○ ○
働きやすい職場環境づくりのため ○
リスクマネジメントのため ○ ○
視野が広がるため ○ ○ ○ ○
各専門職が有する知識が異なるため ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
サービスの質向上に役立つため ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○








主体性 ○ ○ ○ ○
働きかけ力 ○ ○ ○ ○
実行力 ○ ○ ○ ○
考え抜く力






柔軟性 ○ ○ ○
状況把握能力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
規律性
コミュニケーション能力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会人としてのマナー・礼儀 ○ ○
管理栄養士としての専門知識 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1） 管理栄養士に求められる連携能力について理解が深まった 2.88/ 3.00 0.35
2） 管理栄養士に求められる専門的知識・技能について理解が深まった 2.88/ 3.00 0.35
3） 管理栄養士が関わる他の専門職の役割について理解が深まった 2.50/ 3.00 0.53
4） 管理栄養士の職場内における連携について理解が深まった 2.88/ 3.00 0.35
5） 管理栄養士の職場外における連携について理解が深まった 2.25/ 3.00 0.71
6） 他の専門職との情報共有の方法について理解できた 2.50/ 3.00 0.53
7） 他の専門職の視点が管理栄養士とは異なることに気づいた 2.63/ 3.00 0.52
8） 他の職種と協働することの意義について理解できた 3.00/ 3.00 0.00
9） 他の職種と協働することの難しさについて理解できた 3.00/ 3.00 0.00
10）将来、管理栄養士として他の専門職と協働するための自身の能力を高めるのに役立った 2.63/ 3.00 0.52
11）将来、管理栄養士として患者・クライエントと意思疎通するための自身の能力を高めるのに役立った 2.50/ 3.00 0.53
12）将来、管理栄養士として患者・クライエントの課題を理解するための自身の能力を高めるのに役立った 2.75/ 3.00 0.46
13）将来、実践の場で必要なチームワークのスキルについて理解できた 2.50/ 3.00 0.53
14）将来、専門職として自らを高める努力の必要性について認識できた 2.88/ 3.00 0.35
15）将来、場面に応じてリーダーシップをとる必要性について理解できた 2.50/ 3.00 0.76
16）将来、専門職として積極的にチームワークに参加できる 2.38/ 3.00 0.52
17）３年次の臨地実習とは異なる学修の成果を得た 2.88/ 3.00 0.35
18）３年次までに修得した知識を活かして考察することができた 2.63/ 3.00 0.52
19）自身の選んだテーマについて主体的に取り組めた 2.75/ 3.00 0.46
20）コミュニケーションスキルが向上した 2.38/ 3.00 0.74
21）プレゼンテーションスキルが向上した 2.13/ 3.00 0.64
22）小グループでの学修形態は学修効果を高めるのに役立った 2.88/ 3.00 0.35
23）現場見学は学修効果を高めるのに役立った 2.50/ 3.00 1.07
24）自身の選んだテーマ以外の発表内容について学修成果を共有できた 2.88/ 3.00 0.35
























































































































職教育においては、医師（Cruess et al, 2015）、
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Objective：In the “Professional Network Exercise,” we adopted a new project-based learning 
program in which students decided their own theme: plan and work with small groups, or 
conduct fi eldwork to interact with professional registered dietitians. We discussed whether 
this program was effective for the students’ realizing the purpose of interprofessional 
collaboration and promoting the formation of a professional identity as a registered dietitian.
Methods：Quantitative and qualitative analyses were conducted for eight students, using 
class worksheets, fi nal reports, and refl ection sheets.
Results：Judging from the worksheets, qualitative and quantitative improvements were 
seen in students in the second-to-last class regarding knowledge of the registered dietitian 
network; the reason why interprofessional collaboration is necessary; and the abilities 
needed to collaborate with other professionals. In the fi nal reporting document, “Learn” 
co-occurred with “Self” and “Work.” On the refl ection sheet, “Thinking” co-occurred with 
“Collaboration,” “Necessity,” and “Knowing.” Among the 25-item questionnaire for 
self-assessment in the refl ection sheet, the highest average score was three out of three, 
which was detected in “Understanding importance of collaborating with other professionals” 
and “Understanding diffi  culty of collaborating with other professionals.”
Conclusion：This exercise reinforced the level of understanding on the significance of 
interprofessional collaboration, and the abilities necessary for such collaboration. Students 
learned the specialized knowledge, skills, and attitudes required to be registered dietitians, 
and the need for further eff orts to obtain them. It was also useful for forming a professional 
identity as a registered dietitian. However, in order to continue this educational program 
while maintaining its quality, further discussion about the program itself and the evaluations 
that follow will be necessary.
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